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標津町で２回目の研修会を開催いたしました！ 
◆２学期終了後の１２月２５日に標津町でプログラミング研修会を開催しました。標津町では、１２月１２日に引き続き

２回目の研修会となりました。この日は、標津町一貫教育の研修会に合わせて実施されたものです。ですから参加者の
方々も様々でした。こども園の先生方から高校の先生まで数多くの方々にお集まりいただきました。３０名を超える参
加でしたので、どうしても一人一台というわけにはいかず、お二人で一台の ICT 環境で実施させていただきました。 

 
標津町プログラミング研修会の概要 
【場 所】 標津町立標津小学校 パソコンルーム 
【日 時】 2019 年１２月２５日(水)午前１１時０0 分～１１時５0 分 
【参加者】 標津町立標津小学校 １６名  標津町立川北小学校 １０名 標津町立川北中学校１名                                      

認定こども園     ４名  標津高校 １名  標津町教育委員会 １名             
合計３３名 

【内 容】 
・プログラミング教育の新教科書に基づいた授業づくり ※算数と理科を中心として 
・プログラミング教育の教材について 

 

◆参加者の方々の ICT スキルは、初級と考えている方が８６％です
が、中級・上級と判断されている方もいらっしゃいました。今回は、特に上級者の方に満足していただけるのか心配し
ましたが、それなりに満足していただけたようでホッとしております。 

◆研修会終了後のアンケート結果は以下の通りとなっています。研修会の満足度を「楽しかったか」と「参考になったか」
の２つの観点で判断しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

標津町で 

新しい教科書に基づいたプログラミング研修会の開催 
 

・発 行:中央コンピューターサービス株式会社 
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「学校や自分の子ども達にすぐにやらせてみたいと思いました」 

◆アンケートには、自由記述の欄も設け、様々なご意見等をいただきました。その全ての回答が下の通りとなっています。 

 

今後とも学校現場を全力でサポートいたします！ 

◆年末、ビッグニュースが流れました。安倍総理からは、教育の ICT 化は「国家意思」と言及され、一人１台の学習者用
端末と「ＧＩＧＡスクール構想」に基づく、高速回線に向けた校内ＬＡＮ整備がされるというニュースです。このこと
が実現すると教育は大きく変わります。
ただし、今後必要とされることは、整備さ
れる ICT 環境とともに、現場で直接子供
たちの教育にあたっている先生方の ICT
活用も大切なポイントとなってきます。
現場の先生方からは「授業における ICT
の活用法」に対してもニーズが高まって
います。 

◆プログラミング教育はもちろんのこと、
ICT 活用に関しても、中央コンピュータ
ーサービスは、今後とも学校現場を全力
でサポートしてまいります。どうぞ２０
２０年もよろしくお願いいたします。 

 

【参加者のご意見・ご感想】 
１ 楽しかったです! 
２ 楽しかったです 
３ 色々な体験型の研修で楽しくできました。 
４ 学校や自分の子ども達にすぐにやらせてみたいと思いました。 
５ 楽しく、学べました 
６ よくわかりました。 
７ 実際の機器を操作出来て良かったです。 
８ ありがとうございました。センサーでつきました。 
９ まずは、慣れることが大切だと感じました。 
10 勉強になりました。ありがとうございます。 
11 Happy! 
12 ありがとうございました。 
13 実際に授業で活用するのは大変だとは思いますが、まずは「やってみる」を大切に、自身も勉強したい

と思います。 
14 もっと色々研修したいと思いました。また宜しくお願いします。 
15 今後、このような学習が進んでいくかと思うと、憂鬱ですが、研修して学んでいきたいと思います。 
16 ありがとうございます 
17 楽しかったです。 
18 楽しかったです! 
19 最高に面白かったです。 
20 難しかったです。 
21 新しいものに触れられてよかった 
22 勉強になりました。これから実践していきたいです。 
23 わかりやすかったです 
24 実践の時間がもう少しあるとありがたいです 
25 とても楽しく学べました! 
26 機械不良有り 
27 難しいですが、ためになりました。 
28 自分で実際に動かしてみるというのは、本当に勉強になった。子供達もそうだが、やはり、自分がやっ

てみることが一番必要なのだと思う。今後に活かしていきたい。 
29 本日は本当にありがとうございました。 
 


